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第 期三田版総合戦略 骨子案  

 
 三田版総合戦略の位置付け 

＜三田市総合計画 の関 ＞ 

  成 「6 施行 創生法 契機 成 「里 月 第 期

版総合戦略 策定 地方創生 組  

  成 「重 月 タ 第 次総合計 後期基本計 総合戦略 掲

組 最 位計 あ 総合計 一体的 進 適当 あ

行 第 期 版総合戦略 溶 込 地方創生 推進  

  第 次総合計 い 第 期 版総合戦略 一体的 策定 基本計 点在

地方創生 推進 様々 施策 基本構想 視点 一

版総合戦略 推進 特徴的 組 位置付 目 い 組 推進 い

 

  第 期 版総合戦略 第 次総合計 基本計 掲 施策 中 移住 定住や少子化

策 地方創生 関 選定 そ 組 合わ 政策 積極的 推

進  

 
 第 期総合戦略の振り返り 

＜人口等の推移＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料  

 人口の推移 

成 「」 以降 緩や 人口

減少 い  

 人口 対す ～ 歳の子 も

の数の割合 

本市 合計特 出生率 1.16

兵庫県 均 1.41 大

回 人口 歳

歳 子 数 割合

県 近隣市 比較 大 変

わ 第 期 版総合戦

略 期間中 減少幅 少 い

大 特徴  
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＜数値目標・成果指標＞ 

 

 

基本目標 　子どもに夢を

指標 項目 基準値 R 目標値 H H H R R 評価

数値目標 合計特殊出生率 H － △

成果指標 乳児全戸訪問率 ％ H % % % % % % ○

成果指標 こうみん未来塾の参加者数 － 人 人 人 人 人 人 ○

成果指標 学習プ ラ 参加者数 人 H 人 人 人 人 人 人 ◎

基本目標 　高齢者に安心を

指標 項目 基準値 R 目標値 H H H R R 評価

数値目標 市民満足度 高齢者の安心 H 点 △

成果指標 要介護 要支援認定者割合 ％ H % % % % % % △

成果指標 高齢者運賃助成制度利用率 ％ H % % % % % % ○

成果指標 防災訓練の実施率 区 自治会 ％ H % % % % % % △

基本目標 　地域に元気を

指標 項目 基準値 R 目標値 H H H R R 評価

数値目標 観光入込客数 万人 H 万人 万人 万人 万人 万人 万人 △

成果指標 三田市に 住み続けたい と感じる若者の割合 ％ H % % % % % % △

成果指標 地場産 ス ラン 間来客数 － 人 － － － － － ×

成果指標 ノ ッ ウォ キン ベン の参加者数 － 人 人 人 人 人 人 △

創生の方向性

指標 項目 基準値 R 目標値 H H H R R 評価

成果指標 い い応援プラザ 間利用者数 － 人 人 人 人 人 人 △

成果指標 協働事業採択実施件数 － 件 件 件 件 件 件 ×

成果指標 広域 掲載件数 件 H 件 件 件 件 件 件 ◎

成果指標 新婚 子育て世帯定住促進支援事業の利用件数 件 H 件 件 件 件 件 件 △

成果指標 市民の満足度 均点 景観 H ○

 自然動態(出生 死亡)の推移 

出生数 減少傾向 あ 成 「7

度以降 出生数 死亡数 回

自然減 状態 あ  

 社会動態(転入 転出)の推移 

成 「4 以降 転出者数 転入

者数 回 社会減 状況 あ

 

転入 転出 県内 最 多い

神戸市 県外 大阪府

。特 大阪市) 最 多い状況

 



」 

 

＜評価＞ 

第 期 版総合戦略 魅力 高 人口 確保 う

各施策 い 例え う 未来塾 魅力 献 事業 あ

大規模 住宅開 完了 あ 子育 世代 中心 人口 確保

思い う 人口 押 効果 見 い状況 魅力 短期的

効果 見え い性質 あ 内容 精査 実効性 あ 組 行う

移住 定住 少子化 策 人口減少 関 組 積極的 進 必要 あ  

 

(「)将来推計人口(国立社会保障 人口問題研究所 準拠) 

「065 年の人口推計 

「065 人口 約 65,000 人 減少 見込  

人口構成 

0 歳 14 歳 少人口 割合 現在 約 1」％ 約 10％ 落 見込  

一方 65 歳以 高齢人口 割合 現在 約 「6％ 約 44％ 昇 見込  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 総合戦略の体系 

 基本目標  住 続けたい ち  ～定住 進～ 

  住 初 わ 魅力 あ そ 住 い 人 魅力 市

民 築 あ 人 人 人 大 産

新型 感染症 影響 人 接触 制限 経験 改 人

大 再確認 方 多 い う  

  基本目標 中長期的 人 結 大 へ 愛着

生 組 短期的 転出傾向 高い若者 象 組 行い  

 (1) 人のつ 結びつ を大切 す  中長期 

  人 結 若者 多 人 へ 愛着 生

まちづくり人口 

約 84,000 人 
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付 強い動機付 成長 成熟 時代 迎え 物質的 豊 心 豊

視 市民 価値観 多様化 い そ う 状況 い 互い 認

共 支えあい 一人 心地 い居場所 暮 地域社会 真

求  

  誰 い 主眼 置 Ｃ 積極的 活用 面 非 面 関わ

人 結 構築  

 (「)若者の ち の関わ を応援す   短期 

  若者 多様 体験 通 い 果 い役割 見 機会 創出

地域資源 人 繋 進 若者 自 望 役割 果 う

細や 支援 行い 若者 自 関わ そ 中 魅力溢 人

関わ へ 愛着 生 定住 進  

 

● 第 次総合計画 け 関連す 主 施策 基本計画  

地域 支え 若者 集う 心 暮 安心 

 

 基本目標  選ば ち  ～移住 進～ 

  本市 大阪 神戸 都市圏 ほ 近 充実 住環境や利便性 高い都市機能 備わ

い そ あ 山や自然 恵 市民 暮 安 や彩

都市 山 同時 楽 魅力的  

  第 期 版総合戦略 版ネウ 子育 世代包括支援センタ 。チャ

センタ ) 細や 子育 支援施策や 充実 学校教育 加え

産学官民連携 専門的 多様 学 場 供 う 未来塾 文教都市

オン ワン 教育 学 魅力 組  

  基本目標 う 組 加え 中長期的 本市 移住 選択肢

選 目指 組 短期的 移住 選択肢 既 い 人 最終選択

後押 組 行い  

 (1) 三田の魅力を知 、体感す  中長期 

  学 魅力 あふ 新 い働 方 豊 暮 両立 ンセ

若者や子育 世代 タ インタ ネ Ｃ 技術 積極的 活

用 本市 魅力 訴求 機会 供

魅力 体感 い 移住 意識 高  

  

 

●主 取 組 イメ ジ 

若者 居住用借家 支援  

若者 進 支援  

●主 組 イメ  

市人権 尊 多様性 認 あう共生社会 目指 条例 実施 

社会的孤立 孤独 防止 地域 強化 組 
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 (「) 三田 住 、働 場を創出す  短期 

  ュ タウン 開 一定完了 新規 住宅 見込 い中 い 高齢化

進 ュ タウン地域 中心 良質 豊富 住宅 い 世代間代謝 高

若者や子育 世代 中心 新 移住 皿 住宅 確保 流通 進 支援

行い  

  あわ ワ 含 多様 働 方 実現 場 創出 タ ン 進

 

 

● 第 次総合計画 け 関連す 主 施策 基本計画  

若者 集う 商工業 振興 良好 住 い 

 

 基本目標  子 もの笑顔 あふ ち  ～少子化対策～ 

  現在 子 い 暮 選択 う若者 増え い そ 理 様々

家族化 進行 身近 子 接 機会 い 大人 子育 大

変 イ 印象 行 い 考え 子 笑顔 見 多

人 思わ 自 微笑 う 子育 子 得 喜 や癒

側面 あ  

  基本目標 誰 中長期的 子 い 暮 一人 未来

選択肢 一 組 短期的 子 い 暮 望 人 叶え

組 行い  

 (1) 子 も い 暮 し を楽し  中長期 

  子 将来 社会的 職業的 自立 社会 中 自 役割 果 自

い生 方 実現 力 求 い 自 未来 自 決 い 主

体的 選択 後押 自 将来 希望 持 そ 将来像 実現 い 学

場 創出や 子 い 暮 親 地域や学校 乳幼児 接 機会 創

 

 

 

 

 

 (「) 子 も い 暮 し を叶え  短期 

  結婚 妊娠 子育 等 段階 そ 要因 除 支援や 策 行う

●主 取 組 イメ ジ 

空 家 市場流通 進 更地 際 納税猶予 除却補助  

ワ Ｃ 環境 充実 

●主 取 組 イメ ジ 

将来 自 生 方 イン キャ ア教育 実施 

学校園 余裕教室等 活用 地域 働 育 拠点 整備 

●主 取 組 イメ ジ 

若者へ オン イン移住相談 

イメ 動 活用 オン イン ア 実施 
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子 い 暮 望 人 そ 願い あ い う支援  

  若い世代 若者同士 や交流 通 希望 将来像

自 望 未来 子 い 暮 両立 後押 環境 進  

 

 

 

 

● 第 次総合計画 け 関連す 主 施策 基本計画  

乳幼児期 育 若者 集う 子 子育 安心 

 

 基本目標  誰も 活躍 ち 魅力的 つ あえ ち  

～活動 交流人口増加～ 

  基本目標 1 」 人口減少 緩和 組 進 日本全体 少子高齢化

進行 中 あ 大幅 人口増加 見込 難 人口 減 活力 維

持 組 あわ 求  

  一 元気 市民 活動 市民 増や や地域 何 活動

い 人 割合 増え 活力 保 う一 市民 就労 学校

観 等 市 訪 人 増え わい 維持  

  基本目標 中長期的 活動 原動力 健康 組 短期的

立地 活 交流人口 増や 組 行い  

 (1) いつ も健康 、活躍 ちをつ ～活動人口増加～ 中長期 

  齢 関わ 住 慣 地域 い い 自立 暮 う 健康 命 延

組 進 経験 得 知識や技能 新 学 活 地域 元気

進  

 

 

 

 

 (「) 通 過 ち 立ち寄 ち  ～交流人口増加～短期 

  観 ョン 推進 市 魅力的 資源 合わ 相乗効果

新 魅力 進 結節点 利点 活 周辺市 広

域的連携 進 多 人 立 寄 ン ン 創出  

 

 

 

 

 

● 第 次総合計画 け 関連す 主 施策 基本計画  

健康 い 学 活躍 観 交流 文化 振興 

 

●主 取 組 イメ ジ 

男性 育児休業 得 進支援 女性活躍 推進 

母校 子連 同窓会開催支援 

●主 取 組 イメ ジ 

市周辺地域 連携 観 圏 形成 

循環観 運行 

●主 取 組 イメ ジ 

困 録 ン 活動 チン  

Ｃ 活用 健康 推進 


